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（１） 事業所名 株式会社釜堀組

　　代表者氏名 代表取締役　中村　幸宏

（２）所在地 本　社　　　　　 〒812-0894　福岡市博多区諸岡5丁目28-22

駐車場　　　　　〒812-0894　福岡市博多区諸岡5丁目28-22

（３）環境管理責任者 代表取締役　中村　幸宏

　　　連絡担当者 中村　美穂

　　　連絡先 ＴＥＬ　092-591-0077　　ＦＡⅩ　092-585-8880

Ｅメールアドレス　　kamahorigumi@coda.ocn.ne.jp

（４）事業の内容 建築工事業、左官工事業

福岡県知事許可（特-5）　第054669号

令和5年6月25日～令和10年6月24日

産業廃棄物収集運搬業　04000204382号

令和5年12月11日～令和10年12月10日

（５）事業の規模

区分 単位 本社 駐車場 倉庫

従業員数 人 17 0 0

延床面積 ㎡ 110 175 170

（６）事業年度 11月～翌年10月

（１）対象事業所 本社・駐車場、倉庫

（２）対象活動 建築工事業、左官工事業

※上記の全組織及び全活動を対象とする。

　

総売上額：　　　297百万円（2022年度）
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     （産業廃棄物収集運搬業は自社工事分のみの活動で本業ではない。）

1.　組織の概要

２．認証・登録の対象範囲



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　株式会社　釜堀組

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    代表取締役　中村　幸宏

＜環境行動指針＞

（１） 電力、燃料等のエネルギーの効率的な使用及び省エネに努め、二酸化炭素
       排出量を削減します。

（２） 建設廃棄物排出量の抑制とリサイクルを推進します。

（３） 節水に努め、水使用量を削減します。

（４） 化学物質の適正管理に努めます。

（５） 事務用品等のグリーン購入を推進します。

（６） 環境負荷低減技術を活かした工事の受注増加を目指します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制定日　2018年8月31日

環境経営方針

＜環境経営理念＞

　 私たち、株式会社釜堀組は『安全・誠実』を経営理念としてを掲げ、地域に密着した
事業活動を行い、社会貢献に努める企業です。建設工事を行うに当たっては、環境保
全を経営の大きな柱として位置づけ環境経営の継続的改善に努めます。

  当社の事業活動においては、環境経営理念に基づき深刻化する環境問題への対応
を最重要課題とし、以下の事項について自主的、積極的、継続的に取り組みます。尚、
構築した環境経営システムを適正に運用し、SDGS（持続可能な開発目標）についても
地球的視点に立って取り組んで参ります。

1．当社の事業に関連する環境関連法規等を遵守します。

2．当社は次の項目を重点項目として、社員教育を実施し、環境活動を計画的に
　 取り組みます。

3.当社の毎年の環境への取組状況を環境経営レポートにとりまとめ、全社員に
周知させ一般にも公表します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改定日　2022年2月28日



2018年11月～
2019年10月

2019年11月～
2020年10月

2020年11月～
2021年10月

2021年11月～
2022年10月

2022年11月～
2023年10月

１．二酸化炭素排出量の削減 全社 ㎏‐CO₂ 38,442 38,058 37,673 37,289 36,904

事務所 kWh 7,560 7,484 7,409 7,333 7,258

現場 kWh 2,442 2,418 2,393 2,369 2,344

②ガソリン使用量削減 現場 ℓ 13,874 13,735 13,597 13,458 13,319

③軽油使用量削減 現場 ℓ 1,035 1,025 1,014 1,004 994

①一般廃棄物排出量
（可燃ごみ）の削減

事務所 ㎏ 23 23 23 22 22

②産業廃棄物のリサイク
ル率の向上

現場 ％
（リサイクル率）

52 60 65 70 75

事務所 m³ 58 57 57 56 56

事務所 品数 18 18 18 18 18

①環境負荷の小さい原
材料の調達

現場数 3 3 3 3 3

②環境に対する創意工
夫への取組

実施件数 1 2 2 2 2

③環境に対するセミ
ナーへの参加

回 1 2 2 2 2

４．グリーン購入の推進

５．当社の環境負荷低減技術を活かした工事の受注増加

現場

備考）・購入電力の二酸化炭素排出係数は、0.347㎏-CO2／kWh（九州電力(株)2018年度調整後排出係数）を使用した。

　　　 ・化学物質は事業活動での直接購入実績がないので環境目標から除外した。但し、下請業者が使用するので
　　　　適正使用の管理は環境経営計画に追加した。
　　　 ・サイト区分の全社とは、事務所＋現場を示す。
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2022年度
（4%削減）

①電気使用量削減

２．廃棄物排出量の削減

３．水使用量の削減

４．環境経営目標

・環境経営目標は、当社の事業活動を踏まえて、2018年度の実績を基準年とし、2019年度〜
　2022度までの中期目標として、以下の5項目10目標をサイト区分（事務所、現場、全社）して
　設定しました。
・主要な環境負荷である二酸化炭素排出量と水使用量については、基準年から毎年 1％ずつ
　削減し、2022年度までに4％削減を目指します。
・事業活動で取り組む本業目標については、「当社の環境負荷低減技術を活かした工事の受注
　増加」  を掲げ、全社をあげて取り組んで環境経営を推進していきます。

環境経営目標
サイト
区分

単位

基準年
2018年度
実績値

目標

2019年度
（1%削減）

2020年度
（2%削減）

2021年度
（3%削減）



取組目標
サイト
区分 責任者 担当者

中村
中村

現場代理人

＋
中村

現場代理人

中村
現場代理人

中村

2.不要な荷物は積まない 中村

牟田

牟田

中村

2.不要な荷物は積まない 中村

牟田

4.移動ルート最適化 牟田

中村

取組目標
サイト
区分 責任者 担当者

中村

中村

岩﨑

現場代理人

取組目標
サイト
区分 責任者 担当者

中村

中村

取組目標
サイト
区分 責任者 担当者

①化学物質の適正管理 現場 中村 現場代理人

取組目標
サイト
区分 責任者 担当者

事務所 中村 中村

取組目標
サイト
区分 責任者 担当者

①環境負荷の小さい原材
料の調達

現場 中村 中村

②環境に対する創意工夫
への取組

現場 中村 中村

③環境に対するセミナー
への参加

現場 中村 中村

2.廃棄物排出量の削減

具体的な取組（活動項目）

1.節水ラベルによる取組推進

2.コピー用紙の裏紙利用

1.分別によるリサイクルの推進

2.現場代理人はマニフェストの管理を確実に行
う

５.環境経営計画

具体的な取組（活動項目）

現場代理
人

スケジュール

冷房期：6〜9月
暖房期：11〜3月

通年

通年3.使用していないパソコンの電源を切る

・環境経営目標を達成するため、以下の具体的な取組（活動項目）を設定して、
　全社員で取り組みました。

1.二酸化炭素排出量の削減

①電気使用量の削減

1.事務所の室温は、冷房期28℃、暖房期20℃
　とし、エアコンで調節する

2.不要な照明の消灯全社

通年

通年

③軽油使用量の削減 現場 中村

通年

②ガソリン使用量の削減

1.急発進、急加速、急減速の禁止

4.空気圧の適正確認（１回/月）

現場 中村

1.急発進、急加速、急減速の禁止

通年

通年3.乗り合わせて現場へ行く

通年

5.調達ルートの変更 通年

通年

3.空気圧の適正確認（１回/月） 通年

通年

3.水使用量の削減

スケジュール

②産業廃棄物の
　リサイクル率の向上

スケジュール

①一般廃棄物（可燃ご
み）排出量の削減

事務所 中村
通年

通年

具体的な取組（活動項目）

1.分別によるリサイクルの推進

通年

現場 中村

通年

通年

2.公共工事では環境に対する創意工夫に積極的
に取り組む

通年

1.建設資材は可能な限り再生品を使用する

3.セミナーに積極的に参加する

6.当社の環境負荷低減技術を活かした工事の受注増加

スケジュール

4.化学物質の適正管理

具体的な取組（活動項目） スケジュール

1.SDSシートの確認を行う 通年
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備考）サイト区分（事務所、現場、全社=事務所＋現場）

通年

事務所 中村

スケジュール

①水使用量の削減

具体的な取組（活動項目）

1.グリーン事務用品の調査購入

具体的な取組（活動項目）

①グリーン購入の推進

5.グリーン購入の推進

通年

2.水を出しっぱなしにしない 通年



左官部

左官部部長

事務

事務

（２）2022年度に実施した環境への取組
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建築部

代表取締役

６．環境経営計画に基づき実施した取組内容

代表者

代表取締役

環境管理責任者

代表取締役

（１）エコアクション21実施体制

EA21事務局

事務

EA21委員会

・2022年度に当社が実施した環境への取組は、以下のとおりです。
・なお、実施に当たっては、社内に次のような実施体制を構築して、全社員が一丸となって実施しま
した。

代表取締役

左官部部長

事務

環境負荷を削減する取組

CO2削減
事務所エアコン 省エネ型 事務所電気は全てLED

乗り合わせて現場へ タイヤの空気圧確認（月1回）
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環境を良くする取組

現場環境

環境負荷を削減する取組

ごみ減量

環境共生

事務所ゴミの分別

裏紙の利用

SDSシートの適正管理

マニフェストの適正管理

現場事務所にAED設置グリーン購入

現場での産業廃棄物の分別 現場事務所エコアクション掲示



１．二酸化炭素排出量の削減 全社 ㎏‐CO₂ 36,904 27,714 133% ◎

事務所 kWh 7,258 6,818 106% ○

現場 kWh 2,344 0 ー ー

②ガソリン使用量の削減 現場 ℓ 13,319 9,624 138% ◎

③軽油使用量の削減 現場 ℓ 994 1,114 89% △

①一般廃棄物(可燃ごみ）排出量の
削減

事務所 ㎏ 22 23 96% △

②産業廃棄物のリサイクル率の向上 現場 ％
（リサイクル率）

75 5 66% ×

事務所 m³ 56 31 181% ◎

現場

全社 品数 18 26 144% ◎

①環境負荷の小さい原材料の調達 現場 現場数 3 2 67% ×

②公共工事において環境に対する
創意工夫に積極的に取り組む

現場 実施件数 2 2 100% 〇

③環境に対するセミナーに積極的に
参加する

現場 回 2 3 150% ◎

７．環境経営目標及び環境経営計画の実施・取組
　 結果とその評価の実績、並びに次年度の取組

・今回の2022年度運用期間の環境経営目標達成状況は以下のとおりであり、設定した環境経営目標
　5項目12目標のうち、軽油使用量の削減、一般廃棄物排出量の削減、産業廃棄物のリサイクル率の向
上、環境負荷の小さい原材料の調達を除き目標を達成できました。
・軽油使用量についてはディーゼル車が1台増えたことが増加要因と考えます。
・一般廃棄物排出量の削減においては、従業員が増えたり暑い時期が長くなったりしてゴミの量も増えた
ことが原因と考えます。
・産業廃棄物のリサイクル率の向上においては、建設混合廃棄物が増えたことこの原因としては外壁改修
工事にあたりコンクリート殻や養生材に塗料が付着しているため建設混合廃棄物でしか処理が出来なく
なったためだと思われます。
・2023年度は産業廃棄物のリサイクル率の向上については2022年度の目標を再設定し、他目標について
は2022年度の実績値を元に目標や取組の見直しを行っていきます。

5．グリーン購入の推進

（１）環境経営目標の実績

目標
達成率

※1

目標
達成評価

※2

2022年度
（2022年11月～2023年10月）

環境経営目標
サイト
区分

単位

目標 実績

２．廃棄物排出量の削減

３．水使用量の削減

備考）※1 目標達成率の計算　目標÷実績×100（削減目標の場合）、　実績÷目標×100（増加目標の場合）
　　    ※2 評価区分◎：目標達成率≧120%    ◯：100%≦達成率＜120%   △：80%≦達成率＜100%  ×：達成率＜80%
　　　　　　　　　　　　 ―：判定不可
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①電気使用量の削減

6．環境負荷低減技術を活かした工事
の受注増加

4.化学物質の適正管理 SDSシートの確認を行う



活動項目
サイト
区分

達成
状況

実施
状況

評価

〇

〇

〇

〇

2.不要な荷物は積まない 〇

〇

〇

〇

2.不要な荷物は積まない 〇

〇

4.移動ルートの最適化 〇

〇

活動項目
サイト
区分

達成
状況

実施
状況

評価

〇

〇

×

〇

活動項目
サイト
区分

達成
状況

実施
状況

評価

〇

〇

3.空気圧の適正確認（１回/月）

（２）環境経営計画の実施・取組結果とその評価
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＜現状＞
・よく実施されている。
＜今後＞
・現在の取組継続。

4.空気圧の適正確認（１回/月）

5.調達ルートの変更

＜現状＞
・建設混合廃棄物の排出量が
増え、分別によるリサイクル
の推進が出来ていない。
＜今後＞
・現在の取組を確実に
 実施する。

事務所

現場

①水使用量の削減

1.節水ラベルの取組推進

2.水を出しっぱなしにしない

事務所 ◎

3.水使用量の削減

達成手段

3.乗り合わせて現場に行く

②産業廃棄物の
　リサイクル率の向上

×

1.分別によるリサイクルの推進

2.現場代理人はマニフェストの管理を確実に
行う

2.廃棄物排出量の削減

達成手段

①一般廃棄物排出量
（可燃ごみ）の削減

△

現場

現場

1.分別によるリサイクルの推進

2.コピー用紙裏紙の利用

備考）達成状況区分　◎：目標達成率≧120%   ◯：100%≦達成率＜120% △：80%≦達成率＜100% ×：達成率＜80%
                   　－：判定不可
　　　実施状況区分  ◯：実施されている　　△：ほぼ実施されている　×：実施されていない　−：判定不可

△

1.急発進、急減速、急加速の禁止

・2022年度運用期間中の環境経営計画の実施状況は以下のとおりであり、軽油使用料の削
減・廃棄物排出量の削減については目標未達でした。取組結果としては、産業廃棄物のリサ
イクル率の向上の分別によるリサイクルの推進が出来ておらず、これは外壁改修工事におけ
る産業廃棄物（コンクリート殻、養生材）に塗料が付着しているため分別出来ないことが原
因だと思われます。

1.二酸化炭素排出量の削減

達成手段

①電気使用量の削減

1.本社事務所の室温は、冷房期28℃、暖房期
20℃とし、エアコンで調節する

2.不要な照明の消灯

3.使用していないパソコンの電源を切る

全社 ○

＜現状＞
・取組結果はよく実施
 されている。
・軽油使用量の削減につい
ては目標未達でしたが、取
組結果としては実施されて
いました。
＜今後＞
・現在の取組を確実に
  実施する。

③軽油使用量の削減

◎

1.急発進、急減速、急加速、の禁止

②ガソリン使用量の
  削減



活動項目
サイト
区分

達成
状況

実施
状況

評価

①化学物質の適正管理 現場 〇 1.SDSシートの確認を行う 〇

＜現状＞
・実施されている。
＜今後＞
・現在の取組継続。

活動項目
サイト
区分

達成
状況

実施
状況

評価

①グリーン購入の推進 事務所 ◎ 1.グリーン事務用品の調査購入 〇

＜現状＞
・よく実施されている。
＜今後＞
・現在の取組継続。

活動項目
サイト
区分

達成
状況

実施
状況

評価

①環境負荷の小さい原
材料調達

現場 × 〇

＜現状＞
・購入する機会が少なかっ
た。
＜今後＞
・機会があれば購入する

②環境に対する創意工
夫への取組

現場 〇 〇

＜現状＞
・よく実施されている。
＜今後＞
・現在の取組継続

③環境に対するセミ
ナーへ参加

現場 ◎ 〇

＜現状＞
・よく実施されている。
＜今後＞
・現在の取組継続

4.化学物質の適正管理

達成手段

但し、廃棄物排出量の削減に関しては2022年度の建設混合廃棄物の増加により実績値が下
がってしまったので2022年度の目標を維持する形で再設定し取り組んでいきたい。

・次年度の環境経営目標は2022年度の実績を元に設定します。

達成手段

（３）今後の取組

1.建設資材は可能な限り再生品を使用する。

6.環境負荷低減技術を活かした工事の受注増加

5.グリーン購入の推進

達成手段
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１）環境経営目標について

２）環境経営計画について

次年度もこのまま継続していきたいと思います。

2.公共工事では環境に対する創意工夫に積極
的に取り組む

3.環境セミナーなどに積極的に参加する



                                         

評価

◯

◯

−

−

○

○

８．環境関連法規等の遵守状況の確認及び
　　評価の結果、並びに違反、訴訟等の有無

９．代表者による全体評価と見直しの結果

　・当社の事業活動、製品及びサービスに適用される主な環境関連法規等は、以下のとおりです。
　・2022年度運用期間中の事業活動に対して、2023年12月に環境関連法規等の遵守状況を確認・
　　評価した結果、全ての法律で遵守を確認し、違反はありませんでした。
  ・また、関係機関等からの違反の指摘、利害関係者からの訴訟も過去3年間ありませんでした。

備考）　評価区分　◯：遵守　　×：不遵守　　ー：該当なし

適用される法規等

廃棄物処理法

振動規制法

騒音規制法

建設リサイクル法

適用される事項（施設・物質・活動等）

一般廃棄物及び産業廃棄物の管理・排出
マニフェストの交付・回収・保管の適正処理

一定規模以上下は建築4品目の分別解体と再資源化

特定建設作業の届出
建設現場での機械使用時の騒音レベルの遵守

特定建設作業の届出
建設現場での機械使用時の振動レベルの遵守

大気汚染防止法
特定粉じん排出等作業の実施の届出
作業基準の遵守義務

フロン排出抑制法 業務用エアコンの簡易定期点検の実施
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　・今回の2022年度運用期間終了後に、代表者による取組状況の全体評価と、計画の見直しの必要性を
    検討しました。結果は、以下のとおりです。

   (1)取組状況の全体評価
　
  ・環境への取組状況については、軽油使用量の削減、一般廃棄物の削減。産業廃棄物のリサイクルの推
進、環境負荷の小さい原材料の調達を除いて満足な結果を得ており、環境経営目標も 達成しています。
　・軽油使用量の削減についてはディーゼル車が年度初めに1台増え使用量が増えたが、2022年度で
　目標を再設定し、再度取り組んでいきたい。
　・一般廃棄物の削減については9月に従業員は増えたのと、地球温暖化で暑い時期が長いため飲料のゴ
ミが増えたためと考えられる。これは2022年度の実績値を元に目標を再設定を行い再度取り組んでいきた
い。
　・産業廃棄物のリサイクル率の向上については2022年度が産業廃棄物は減ったが、ほとんどが混合廃棄
物で外壁改修工事で排出されるコンクリート殻、養生材に塗料が付着しているため分別出来ないことが原
因と考えられる。なので、リサイクル率の向上に関しては2022年の結果は大幅に減りましたが、2023年の目
標値は現状維持でお願いします。
　・環境負荷の小さい原材料の調達については現場数は目標値より減ってしまったが、2023年度の目標は
現状維持でお願いします。

     (2)見直しの結果

　・2022年度の運用実績を踏まえて、環境経営目標は見直し再設定します。
　 今回達成できた項目については引き続き継続して取り組んでいきます。


